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＊
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
陸
軍
軍
医
学
校
か

ら
「
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研
究
報
告
’
Ⅱ
部
」
を
押
収
。
押
収

さ
れ
た
「
報
告
」
は
そ
の
後
米
国
議
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
が
一
九
九
一
年
頃
に
公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
米
国
側
が

解
読
時
に
記
入
し
た
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、

今
回
「
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研
究
報
告
」
（
全
八
巻
）
と
し
て
日

本
で
出
版
さ
れ
た
。

＊
概
要
》
議
会
図
書
館
所
蔵
原
本
は
陸
軍
軍
医
学
校
図
書
館

の
蔵
書
印
が
あ
る
。
総
頁
数
推
定
一
万
三
・
四
千
頁
。
当
時
の

「
研
究
報
告
」
の
論
文
数
は
一
号
～
九
百
四
十
七
号
と
推
定
さ
れ

る
が
、
議
会
図
書
館
が
マ
イ
ク
ロ
化
す
る
際
、
七
百
一
号
～
八

百
号
、
九
百
番
代
は
既
に
欠
落
、
更
に
そ
の
外
に
十
篇
が
散
発

16

「
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研
究
報
告
」
Ⅱ
部

Ｉ
（
そ
の
ご
ｌ
そ
の
概
略
に
つ
い
て

莇
昭
三

社
団
法
人
石
川
勤
労
者
医
療
協
会

城
北
病
院

的
に
欠
落
、
従
っ
て
マ
イ
ク
ロ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
数
は

七
百
九
十
篇
で
あ
る
。

＊
「
研
究
報
告
」
の
成
立
唖
『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
」

に
は
、
「
防
疫
研
究
室
は
国
軍
防
疫
上
作
戦
業
務
に
関
す
る
研
究

機
関
と
し
て
陸
軍
軍
医
学
校
内
に
新
設
・
・
・
新
設
に
関
し
て

は
昭
和
三
年
海
外
研
究
員
と
し
て
滞
欧
中
な
り
し
陸
軍
一
等
軍

医
石
井
四
郎
が
各
国
の
情
勢
を
察
知
し
我
国
に
之
が
対
応
施
設

な
く
、
国
防
上
一
大
欠
陥
あ
る
事
を
痛
感
し
、
昭
和
五
年
欧
米

視
察
を
終
え
帰
朝
す
る
や
、
・
・
之
が
研
究
整
備
の
急
を
要
す

る
件
を
上
司
に
意
見
具
申
。
・
・
昭
和
七
年
小
泉
教
官
の
絶
大

な
る
支
援
の
下
に
上
司
の
認
む
る
処
と
な
り
、
軍
医
学
校
内
に

同
軍
医
正
を
首
班
と
す
る
研
究
室
の
新
設
．
．
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
新
し
く
誕
生
し
た
「
防
疫
研
究
室
」
の
研
究
論
文
は
、

「
石
井
紀
要
」
な
ど
の
「
経
緯
」
を
経
て
、
こ
の
「
研
究
報
告
Ⅱ

部
」
に
発
表
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
号
論
文
は
一
九
三
九

年
十
二
月
十
三
日
受
付
の
陸
軍
軍
医
少
佐
北
条
園
了
、
雇
員
田

村
乙
一
の
「
現
行
陸
軍
予
防
接
種
の
効
果
に
関
す
る
実
験
第
二

回
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ
ス
Ａ
Ｂ
及
ゲ
ル
ト
ネ
ル
四
種
混
合
予
防
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接
種
液
の
効
果
に
関
す
る
実
験
其
二
」
で
あ
る
。
最
終
（
？
）

は
第
九
四
七
号
で
一
九
四
四
年
三
月
七
日
受
付
の
大
月
明
の

「
細
菌
の
大
量
培
養
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
る
。
論
文
は
一
九
三

九
年
か
ら
一
九
四
三
年
の
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
一
番
古
い
論

文
は
四
四
○
号
「
陸
軍
糧
秣
本
廠
食
中
毒
ゲ
ル
ト
ネ
ル
氏
菌
の

生
物
学
的
性
状
に
関
す
る
研
究
」
（
、
王
幹
石
井
軍
医
正
、
陸
軍
一

等
軍
医
白
川
初
太
郎
）
で
受
付
は
一
九
三
三
年
六
月
、
最
も
新

し
い
論
文
は
八
九
九
号
「
破
傷
風
、
瓦
斯
壊
疽
人
体
能
動
免
疫

に
関
す
る
研
究
」
（
軍
医
学
校
防
疫
研
究
室
）
で
受
付
は
一
九
四

四
年
五
月
七
日
と
な
っ
て
い
る
。

＊
研
究
分
野
の
概
要
”
論
文
の
研
究
主
題
の
多
い
も
の
順
に
、

各
種
細
菌
・
リ
ケ
ッ
チ
ア
の
基
礎
研
究
、
石
井
式
濾
水
機
関
連
、

細
菌
の
毒
性
強
化
・
大
量
生
産
・
保
存
法
及
び
鼠
・
蚤
関
係
の

研
究
、
培
地
の
研
究
、
予
防
接
種
と
な
り
、
そ
の
他
で
は
各
国

の
論
文
翻
訳
（
「
ソ
」
情
報
・
細
菌
戦
一
般
・
独
米
英
の
細
菌
戦

関
連
文
の
翻
訳
等
）
が
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
細
菌
の
毒
性
強

化
・
大
量
生
産
・
保
存
法
の
研
究
、
水
中
で
の
細
菌
の
生
存
期

間
の
研
究
な
ど
細
菌
戦
実
施
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
論
文
が

見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
人
体
を
使
用
し
た
実
験
（
三
六
号
、
二

一
二
号
、
二
五
二
号
、
六
五
五
号
等
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

＊
論
文
発
表
者
碑
所
属
は
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研
究
室
（
軍

陣
防
疫
学
教
室
）
が
多
い
。
し
か
し
「
南
支
那
防
疫
給
水
部
」

「
南
方
軍
防
疫
給
水
部
」
「
中
支
那
防
疫
給
水
部
」
「
二
四
野
戦
防

疫
給
水
部
」
「
三
三
師
団
防
疫
給
水
部
」
「
第
二
防
疫
給
水
部
」

「
第
五
防
疫
給
水
部
」
「
北
支
那
防
疫
給
水
部
」
「
関
東
軍
防
疫
給

水
部
」
「
第
一
二
防
疫
給
水
部
」
「
住
吉
部
隊
」
等
と
記
載
の
論

文
も
あ
る
。
研
究
者
の
身
分
は
多
く
は
「
陸
軍
軍
医
○
尉
○
○

○
○
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
肩
書
な
し
」
の
軍
部
外
の
氏
名
の

併
記
も
多
い
。
軍
医
、
「
肩
書
な
し
」
以
外
の
研
究
者
の
肩
書
き

は
、
「
嘱
託
」
「
陸
軍
技
師
」
「
陸
軍
技
手
」
「
衛
生
部
尉
官
学
生
」

「
陸
軍
衛
生
伍
長
」
「
甲
種
学
生
」
「
理
学
博
士
」
「
医
学
博
士
」

「
工
学
士
」
「
ソ
連
駐
在
員
」
「
日
本
特
殊
工
業
株
式
会
社
」
「
東

京
帝
国
大
学
伝
染
病
研
究
所
」
「
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
細
菌
学

教
室
」
「
京
都
帝
国
大
学
化
学
研
究
所
」
「
京
都
帝
国
大
学
教
授

陸
軍
軍
医
学
校
嘱
託
」
「
金
沢
医
科
大
学
教
授
陸
軍
軍
医
学
校
嘱

託
」
「
陸
軍
軍
医
学
校
嘱
託
」
等
で
あ
る
。


